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あずまいちげ（ぐんらく） アズマイチゲ（群落）

おばらのおおいちょう　小原の大銀杏

市指定
所在地：大山宮

市指定
所在地：小原

キンポウゲ科イチリンソウ
属で、九州以北の日本列島及
びサハリン、朝鮮半島、アム
ール地方に生育する多年草で
ある。落葉樹林の林縁や林床
などに好んで生える。当群落
も東向きの緩斜面に生育し、
クリ、カキの低木がまばらに
それを覆っている。
花びらは白色で外面は少々
紫がかる。日光を受けること
によって、径3㎝程度に花が
開花する。早春のまだ厳しい
寒さが残る頃、柔らかい陽を
受けて一斉に開花するアズマ
イチゲは、清冽な気高さその
ものである。

イチョウ科の落葉高木。中
国原産で、街路樹等に利用さ
れる。日本では自生の生育地
は確認されていない。
当イチョウは小原の大日堂
の前にあり、樹高約25ｍ、目
通り6.2ｍの雌雄一対からな
る。
推定樹齢250～300年の、樹
勢旺盛な巨木である。


